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　第一回が2011年 2 月 1 日に、聖学院本部新館で
開催され、第二回は201 １年11月25日にソウル・
長老会神学大学校で開催され、今回は 3 年計画の
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第三年目のまとめとして、2012年11月 3 日に聖学
院本部新館で開催された。主題は「1945年以降の
デモクラシー憲法と両国教会・世界情勢」であった。
　長老会神学大学校を代表して、ユ・ヘヨン教授（研
究支援処長、実践神学、スピリチュアリティ研究）
が開会挨拶をされた。
　午前にイ・チマン教授が「1980年代における南北
統一運動のための日本教会の役目と寄与」につい
て講演され、東野尚志特命教授がコメントをされた。
　午後は、「1945年以降の北東アジアと教会─日本
国憲法との関わりから」と題して、松本周助教が
講演して、アン・ギョソン教授がコメントをされた。
議論は、日韓の両教会が互いに理解を深めていく
必要があることを確認するものとなった。会議全
体の通訳は、用賀教会牧師のぺク・ジョンファン
氏が担当してくださった。特筆すべきことに、高
萬松助教が「日韓会談反対運動と日韓教会交流─
1960年代を中心として」を発表されたことである。
政治的には多くの問題を孕んだ日韓条約の締結を
めぐって丹念に資料を発掘し、戦後の日韓教会交
流がいかなる困難を乗り越えてはじめられたか、
研究報告された。
